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要 旨

奈良大学附属幼稚園は 「一人ひとりを大切にする保育」をあざしている。この報告では、母親の過

保護 ・過干渉を受けて育ち、自己中心の世界に浸 り、他児には無関心なM男 と、遊びに入れずただウ

ロウロしているだけのY男 という二人の子どもの姿を通 して、一年間の保育の過程において実践 し、

経験 したことにっいて考察した。鷲 に、この二人の個性はどのようなもので、友達との関わりがどの

ように変化 していったか、その中で教師はどのように関わり援助 していったかを中心にして、一年間

の姿を振 り返 りっっ考察した。 日々の保育の実践の中で、教師は子どもとともに生活を し、一人ひ

とりの子どものありのままの姿を受け止め、子どもとともに共感 し、信頼関係を作ることが最 も大切

であることが感 じられた。また、一人ひとりの子どものより良い成長のためにその子に合ったきあ細

やかな教育的配慮 ・援助が必要であるが、そのためには一人ひとりの発達が著 しく異なる幼児期の特

性を十分に踏まえた上で、一人ひとりの子どもの特性を見極あ、洞察し、理解することが重要であり、

教師が心のゆとりを持って臨むことが必要であった。同時に、子 どもに大きな影響を与える保護者 と

信頼関係を築 き、共通理解の上に立って子どもの育ちを支え合っていくことも非常に大切であると考

えられる。

1.は じめに

幼稚園の集団生活の中で、一人ひとりの幼児が 「その子 らしさ」を発揮 しながら、友達 との

関係を発展 させ育 ってゆ く中で、様々な問題が起 こって くる。自己中心的で友達 との関係を作

れない子、友達 との遊びになかなか入 って行けない子、子ども同士の自己主張のぶっかり合い
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など、その姿は様々であるが、その姿には一人ひとりの子どもの思いや関心が映 し出されてい

るのではないだろうか。

そのように様々な姿を見せる幼児の中で、教師は幼児の思いをどのように受けとめ、 どのよ

うに配慮、援助 してゆけばよいのであろう。幼児は、いっも側で自分を暖か く見守 って自分の

思いを受け入れてくれる教師がいる、そして自分を守って くれる教師がいるという安心感のも

とでこそ、自分を発揮できるのではないだろうか。教師は、子どもの言動や心の動 きを暖か く

受けとめることを通 して、その子の特性を見極あなが ら集団生活が出来るよう援助 してゆ くこ

とが大切である。

ここでは、母親が過保護 ・過干渉で、 自分中心の世界で遊び他児には無関心なM男 と、遊び

に入れずただウロウロしたり眺めているだけのY男 という二人の子どもの姿を通 して、 この二

人の個性はどのようなもので、友達との関わりがどのように変化 していったか、その中で教師

はどのように関わり援助 していったかについて、一年間の姿を振 り返 って考察する。

H.実 践

M男 とY男 にっいてのその実態と実践の結果をそれぞれケースにっいて個別に述べる。実践

の記録は園児の発達の段階に応 じて1ヶ 月か ら数ヵ月毎に分け、その特徴を表すタイ トルを付

けて表に示 した。本 文ではその期間中に認め られた特徴的な事項を数項目にまとめて述べた。

A.M男 のケース

〈実態>

1.年 齢3年 保育5才 児 クラス人数 男15名 女14名 計29名

2.学 級集団全体の実態

・進級組2ク ラスの混合クラスである。

・男児女児 と隔たりな く大勢で仲良 く遊ぶことが出来る。

・おしゃべりが多 く話を聞 くときもウロウロしたり、騒いだりする園児が多 いので、

話を聞くことの楽しさ、大切さを知って もらうたあ、指人形やパネルシアターなど

を使い話をすることが多い。

・M男 の言動や反応に対 して他の園児は少 し戸惑 っている。

3.個 の実態

・父 母 本人の3人 家族

・3才 児の頃のM男

・体格がよく、入園時の身長109.2cm、 体重29.Okg

・就園前は同年齢の子どもと遊んだ経験は乏 しく、母親と二人の時間がほとんど

であった。

・語彙は豊富であるが幼児音である。

・大人のなかで過保護に育て られ、基本的生活習慣は身についてない。
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・何 もかも初めての経験で楽 しくて仕方がないようであり、好奇心旺盛で、興味

関心のまま動 き、友達と関わ っての遊びを好む。

・友達に手を出 したり泣かせたりすることはなく、むしろ他児にされるがままで

ある。

・子 どもの トラブルで母親同志の問題が起 こる。

・遊びにM男 独自のイメージがあり 「おばけの世界」「かんおけごっこ」等、一

人での遊びが目立っようになる。

・他児に対 して優しい気持ちを持っていて、泣いている友達を見 るとティッシュ

ペーパ0で 涙を拭いたり慰めたりしている。

・4才 児の頃のM男

・母親が育友会の役員になり幼稚園に出向いてくる日が多 くなる。

・友達 との トラブルが多 くなる。押 したり友達の物を取 ったりするがこれはM男

にとっては遊びの延長でもあるのだが、他児には理解出来ない。

・感性が豊かで、自分の気持ちを素直に表現する。

・自分の気持ちを押 さえ切れない時があり、突発的に叫んだりおばけの世界に逃

避 しようとする姿が見 られる。

〈実践〉

表一1.母 親の保護と自分中心の世界:朝 の身支度 ・製作の様子(4～5月)

親 と の 関 わ り
M男 の 姿 周 りの幼児の姿 教 師 の 援 助 反 省 ・省 察

親 とM男 親 と 教 師

・登園時の身の回りの 玄関で親と別れ一人 玄関でM男 が来 るの 毎 日M男 と一緒に2 「M君は自分でできま まず母親との話 し合

整理は全部母親まか で保育室にやって く を待ち 「一緒に行 こ 階の保育室までっい すよ、 みて いて あ げ いが必要だ。M男 の

せであ る。 る。 う」と声 をかける。 て来てM男 の世話を て下さいね。」 とお願 様子を伝えながら親

する。 いす る。 と教師が同じ気持ち

でM男 と関わってい

かなければなちない。

・一人でやろ うとす る 身の回りの整理は自 M男 の持ち物はいっ 教師の依頼 に対 し

が色々な事に興味を 分ですることができ も母親が持 ちM男 の 「今 日はち ょっと..」

持っので時間がかかっ る。 後 を追 いかけてい る。 など理 由をっけては

て しま う。 保育室に入って来る。

・教師や友達の言葉が 身の回りの整理がで 「M君、先に着替えし 「早 くしなさい。」「ど

けに 「うるさ い。」 きると好 きな活動で てか らゆ っ くり遊 ん うしてそんなに遅い

「分かってる。」と言 遊ぶ だ らどうか な。」 と声 の。」 と言 いなが ら教

いなが らそのままの をか ける。 師が見ていない所で

状態 で遊 んでいる。 手伝 ってい る。

・スモ ックの着替 えが M男 が泣いている事 M男 が着替えやすい 袖 ぐりの補正をお願 スモ ッグの袖 ぐりが小

スムーズにできず怒っ を教師に言いに くる。 よ うに スモックを持っ いする。 さす ぎるよ うだ。 も

て泣いている。 たりボタンかけを手 う少し大きく補正 し

伝 った りす る。 て もらう必要 がある。

・一人で保育室に来て 「M男、一緒に保育室 M男 が保育室に入って 「私や友達が2階 まで 母親が保育室まで来

身の回りの整理もで に行こ うよ。」 と誘 っ いくか心配そうに見て 一緒に行きますので る一番の理 由 は、 他

きるようになってき ている幼 児 もい る。 おり、友達 との一寸 とし 大丈夫ですよ。 ご安 の クラス の子 供 か ら

たが時間がかかる。 たトラブルがあると走っ 心下 さい。」 と声をか
"デ ブ"と 言 われ な

てきて相手の友達に厳 ける。 い よう守 りた いか ら

しく注意をする。 の ようだ。
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・粘土や空き箱を使っ 自分の好 きな遊びを 教師には自分の好き

て蛇やお化け等を作 してい る。 なこと(お 化けや魔

る。友達とは全 く関 法など)に ついて話

わ ろうと しない。 を しに来 るの で、 関

心を示 し魔法等にっ

いて話をす る。

・母の 日の プレゼン ト 製作を嫌がり、暴れ 色々お母さんの話を お母 さん に プ レゼ ン

作りをする。気に入 ているM男 を ジー と しなが ら、 一 緒 に作 トしよ うとい う気 持

らな いことがあ った 見ている る。 ちが生 じていないの
り、思い通 りにいか で は。
ない と、教師に八っ もう一度M男 に話 し
当たりするように話 てみ ようと思 う。

しかけて くる。

「あ一嫌 だ。 ど うし 床に座るのが しんど
てこんなの作るん橘」 いよ うだ。

・母親が保育室まで入って来ることが多いが
、それは"M男 を守 る"と いう気持ちか らのよ

うである。 しか し、 トラブルが生 じた時に"M男 が自分で解決できる"よ うにしていかな

ければな らない。そのためには母親の気持ちを受けとめるとともに協力してもらう必要が

ある。 ・

・友達 とは全 く関わりを持 とうとせず
、「お化け」や 「魔法」など自分の好 きな世界 に閉 じ

こもって一人で遊んでいるようだ。その閉ざされた世界を母親が守 っている面があるので

はないだろうか。

・まず母親と教師の信頼関係を作 ることが必要だ
。話'(M男 の様子を詳 しく伝える)を する

機会を多 く持ち、母親 と教師が同じ気持ちでM男 と関わっていかなければならない。

表一2.友 達への関心の芽生え:プ チ トマ ト植え ・内科検診(5月)

親 と の 関 わ り
M男 の 姿 周りの幼児の姿 教 師 の 援 助 反 省 ・省 察

親 とM男 親 と 教 師

・"植 物""人 のか ら 絵本棚の図鑑を、見 植物や人のからだに
だ"の 図鑑に興味を やすいように整理 し ついて興味を持って

持ち、発見 した事な てお く。 いるよ うだ。 色 々な

どを友達や先生に伝 教材を用意 しようと
え る。

思 う。

「M君 、よ く知 って い 「先生 だ け じゃな く、 母親はいつもM男 の M男 が"植 物n"人

るなあ」「難 しそうな お友達 にも教えてあ 興味を示す事に協力 のか らだ"に 興 味を

本やなあ、すごいなあ。」 げたら?み ん な びっ 的である。 持 ってい る事 や、 そ

と感心 して い る。 くりすると思 うよ。」 れを通 して友達との

と声をかけM男 と一 関わりが増えてきて
緒に友達の所に行 く。 いる事を伝え る。

・友達 や先生 とプチ ト プチ トマ トにっ いて、

マ トの苗を植え る。 みんなで話 し合いを

す る。

プチ トマ トについて 教師の質問 に対 し M男 がみんなの前で発 M男 が人前で恥ずか M男 は人前で恥ずか
みんなの前で発表す rM君 に聞いてみよう。」 表できる場を作 って、 しがらず発表できる しがらずに発表でき
る。 と言ってM男 の所に 「M君 は先生 よ りよ く 事を話 し誉める。 るのでみんなの前で

行 く。 知 ってい るね。これか 発表する場を作って
らはM君 に聞いてみよ みようと思 う。

うね。」「恥 ずか しが ら みんなの前で発表 し M男 は自分の話 しを

ずに発表できるなんて た事が きっかけで友 みんなに聞いて もらっ
M君 すごいね。」とみん だちとの関わりがで て嬉 しそ うだ。
なに伝 える。 きてきた事を話す。



ヨ

新堂他:一 人ひとりを大切にする保育を目指 して 一ある子どもの姿を通 して一 25

・内科検診を受けたの M男 の発表を聞いた 発表だけでなく"質 今度は友達と会話が

を機会に、人のから り質問 した りす る。 問コーナー"を 作 る。 できる よ うに"質 問

だについて発表 した コーナ ー"を 作 って

り、友達の質問に張 みよ う

り切 って答 える。

・M男 は人前で恥ずかしがらずに発表できるので、友達の前で発表する場をたくさん作った。

特に"植 物""人 のからだ"に ついて興味がありよく知 っていたので張 り切 って発表 して

いた。

・友達や先生が自分の話 しを楽 しそうに聞いて くれたことや、みんなが自分 と同 じことに興

味を持 っているということを知り嬉 しかったのだろう、積極的に友達に話 しかけるように

なってきている。

・"質 問コーナー"を 作 ったことで、友達と会話をする、友達の話を聞くという機会も増え、'

自由遊びの時 も友達 との会話が目立っようになってきている。ただ、今は自分の興味のあ

ることだけでしか会話にならないので、どんなことにも興味を持ち友達の話 しを聞いたり

会話ができるようになってほしい。

表一3.自 分中心の世界 自由遊び"み んな悪魔だ"(6月)

親 と の 関 わ り
M男 の 姿 周りの幼児の姿 教 師 の 援 助 反 省 ・省 察

親 とM男 親 と 教 師

・自分の使いたい道具 聞いた事もないよう M男 の話をよく聞き 遊びなど色々な場面

を友達が使っている な言葉ばか りで返事 受 けとめな が ら も、 を通 しながら集団生

と 「お前 は悪魔だ。」 に困 って い る。 集団生活においての 活での基本的な事が

「いっか地獄に突 き 様 々な ルール につ い 身 につ いて い くとい

落 としてや る。」 な て話 をす る。 いのだが最近 トラブ

どと言いながら泣い ルが多 いよ うに思 う。

て暴れ る。

自分の使っている遊 何回言 って も貸 して 「意地悪する子はみん M男 の様子を話 しな M男 に対 し少 し口や

具は絶対貸そうとし くれないしM男 がす な敵よ。」 「○○君 がら、家での遊びや か ま しくな りす ぎて

ないで 「全部僕の物 ぐ怒 るの で、M男 と と遊んだ らダメ。 」 言葉使いについて聞 いるので はな いだ ろ

だ」と言って友達を 遊んでいて も長続 き などとM男 に言い聞 いてみ る。 うか。M男 に今一 番

叩いたり、遊具を投 しなか った り、 関わ かせてい る。 分か って欲 しい事,

げた りす る。 ろうとしな い。 大切な事は何だろう。

教師に他の子供や親

の悪口を言 う。

教師に対しても 「う 教師の立場か らでは 思わず 自分の気持ち

るさい奴 だ。家 に火 な く一 人 の人間 と し をス トレー トにぶ つ

をっけて丸ごと燃や て自分の気持ちを言っ けたが、M男 に何か

してや る。」 「鎖 を た。 「何 でそ んな ご 変化があったように

っけて海に沈めてや とを言うの?M男 思 う。

る。」 と言 って話 を にそんなことを言わ M男 は感性豊かな子

聞 こうとしない。 れ て悲 しい わ。」 なので、教師の気持

ちは通 じた と思 う。

自分の言葉で相手が

泣き叫んでいた声が 悲 しい気持 ちになる

小 さくな り、教師の ことを、 少 し分か っ

顔を ジー っと見つあ たようだ。

る。
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教師と落ち着いて話 M男 の様子や言葉遣 "悪魔"と 言 われ た "悪魔""地 獄"と
家庭訪問の時も、"お化げ

を して い くうち に少 いの変化に気づく。 らどんなに悲 しい気 いう事 に関 して は "魔女""呪 い"な どに興

しずっ相手の気持ち 持ちになるのか相手 「ビデオの影響 で しょ 味をもって遊んでいた。

になって物事を考え の気持ちになって考 う」とあまり真剣に M男 は"悪 魔"M地 獄"と

るようにな る。 え るよう声を か け、 考えていない様子で いう言葉をどこで知り

M男 の手を握りなが ある。 どういう気持 ちで使っ

ら一緒 に考 える。 ているのだろう。

・他児に比べM男 は集団生活での基本的なことがほとんど身についていない。そのことばか

り気になり口やかましくなりすぎたように思 う。M男 自身の状態をみて、M男 の気持ちや

思いを受け止め、温か く関わっていくことも忘れてはならない。M男 には、自分の言葉や

行為が他の人をどんな気持ちにさせるか分かっていなかったのではないだろうか。

・"悪 魔i""地 獄"と いう言葉は、 自分中心の世界では使って遊んでいたが、徐々に教師や

友達との関わ りの中で相手を攻撃する言葉 として使うようになってきた。

・M男 にとっては集団生活での様々なルールを教えてい くことは、まず相手の気持ちになっ

て物事を考えるということから一一緒に考え伝えていかなければならない。教師の気持ちを

率直に述べたことがそのきっかけになったのだろうか。

表 一4.友 達の気持 ちの理解:キ ャンプ(7月)

親 と の 関 わ り
M男 の 姿 周りの幼児の姿 教 師 の 援 助 反 省 ・ 省 察

親 とM男 親 と 教 師

・キ ャンプの話を聞 く 先生や友達とキ ャン キ ャンプ に行 く こと

プの話をす る。 をとて も楽 しみに し

て いるようだ。

・キ ャンプ場入 り口に トーテムポール(み ん

あ る トーテムポール なのこ とを守 って く

に興味を持っ。 れる山の神様)につい

てM男 と話をする。

・夜中、 トイ レのため トイ レに行 った後 も M男 の気のすむまで 母親が心配 し、指定 よく寝ているので起

起こされて機嫌が悪 静かに寝てい る。 話 を聞 く。 の時間に必ず起こし こすの を ため ら った

くなり泣き叫び暴れ て トイ レに行 かせ て が、万一失敗した時

る。「こん なっ まん ほ しい と、 事 前 に教 の母親の反応を考え

ないホテル燃や して 師に頼んでいた。 て起 こした。 寝 て い

や る。」 と繰 り返 す。 る所を起 こされて機

嫌が悪 いのだ ろう。

教師と一緒にお茶を みんなもM男 と同 じ 本当は家や母親が恋

飲みに行き二人だけ 気持ちであるという しくな ったのだ ろう。

で話 しをす る。 「本 事や泣きた くて も我 ゆ っく り話 を聞 いて

当は早くおうちに帰 慢している事を伝え みよ う。

りたいんだ。」 と話 る。 みんな もM男 と同じ

し教師の話 しにも少 気持ちという事を伝

しずっ納 得する。 えて行 きたい。

トーテ ム ポ ー ル に M男 と一 緒 に トー テ

「早 くお日様が昇っ ムポー ルに お願 いす

て明日になりますよ る。

うに。」 とお願 い し

寝 る。
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・朝食 を しっか り食 二日間よ く頑張 った M男 の頑張りを誉め キャンプでの様子を M男 な りに二日間よ

ベバス の中で も ぐっ 事 を誉 める。 る。 母親に伝えたかった く頑張 っていたし我

す り眠 って 、 元気 よ が、さ っさ と帰 って 慢もしていたのだろ

くバスを降 りる。 しま ったので、頑張 っ う。母親 が す ぐ帰 っ

たM男 を誉めてもら て しまった の は、M

「もうす ぐお母 さん うよう電話でお願い 男の トラブルを予期

に会え る。」 と元気 に した。 「キ ャンプは楽 して、それを教師か

園まで歩 く。 しかった。」とM男 が ら聞 きた くなか った

言 って いる とい う母 よ うだ。

親の言葉があった。

・身の回りのことは出来ないがそれなりに色々な活動を積極的に行い、キャンプ生活を楽 し

んでいたようだ。集団生活の中での友達 との関わりへのM男 の自信につながっていくこと

を願う。

・みんなも自分と同 じ気持ちということを知 り安心 もし、 また、M男 なりに自分 も頑張 らな

ければと思ったようで我慢をしていたようだ◎ 自分の思 っていることを全部話せたことで

気持ちも落ち着き、教師の話 も素直に聞 き入れ受けとめてくれた。 まずM男 の気分を落ち

着かせることが大切である。

・夜中に泣き暴れたことは事前の母親の依頼を意識 したことがきっかけの一っであった。キャ

ンプが終わって迎えに来た母親達は二日間の様子を教師に聞いてから帰 って行ったが、M

男の母親 はサ ッサと帰って行った。M男 のさまざまな面に、母親が直接間接 に大きく影響

しているのではないだろうか。

表一5.自 分中心の世界への退却と反省:運 動会の練習(9～10月)

親 と の 関 わ り
M男 の 姿 周りの幼児の姿 教 師 の 援 助 反 省 ・省 察

親 とM男 親 と 教 師

・組体操の練習をする 汗をかきながら頑張っ 練習態度にっいては 体型の事が理由でで

瓜 すぐに「疲れた。」 て練習 している。 厳 しく注意 する。 きないのは仕方ない

「めん どくさい。」 と ので言葉がけに気を

言って寝転んだりッ 「M君 もいっ しょに し 頑張って参加 してい っ けたいと思 う。

バを吐 いた りす る。 よう。」 「M君 もち ゃ る時は 「今の ポ ーズ

ん と してよ。」 と口々 格 好 よか った よ。」

に声 をか けて いる。 「よ くがんばったね。」

教師に対しても 「や と誉 めた。 「で きな くて もい いか 「今日は○○ができて 母親の 「できなくて

か ましい。」 と言 っ ら頑張ったらそれで んてね。す ごいな あ。」 もいいから..」 とい

て舌打ちをする。 いいのよ。」 とM男 に などとできた事を具 う言葉 には、 ど うせ

話 してい る。 体的に誉めてもらう で きない とい う思 い

ようにお願いす る。 もあり、M男 は"し

なくてもいい"と 思 っ

ているのかもしれな

い。 や る前 か らこ う

言われ るとやる気 も

な くなるだろう。

・ 「ど うして同 じ事ば 次からっぎへと新 し どうして繰 り返 し練

か りするんだ。」「ど い型が出来上がり、 習するのかM男 と話 繰り返 しの練習 に対

うせ僕は何もできな 楽しみながら取り組 す。教師 「M君 はお して は、 単 調 にな ら

いんだ。」と言 って参 んでい る。 化けの事をよく知っ な いように、 意 欲 を

加 しない。 M男 が参加 しないと て いるで しょう。どう 持続させるよう工夫

ピラ ミッ ドが出来 な して?」 しなけれ ばと思 う。

いので困 ってい る。
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M男 「それは何回 も 興味や関心のあるこ

同じテ レビを観たり とを通 じて話を聞か

本を読んだりしてい せ、自分で納得で き

るからいっの間にか るよ う気づかせたい。

覚える事ができるん

だ。」教師 「運動会の

練習も同じだと思 う

な 。」

M男 「そうか何回も

練習して覚えてみん

なに教えてあげたり

発表 した りするのか。」

とM男 なりに納得 し

・教師の話を素直に聞 て いる。 できない事もあるが

く事ができ 「何回も 成功した喜びとやり

練習するから覚える 遂げた満足感や充実

事 ができ るのか。」 感をより多 く味あわ

と納得 し、友達に教 せてい きた い。

えてあげている。

・時々 「疲 れ た。」 と M男 が納得し理解 し

言 うがM男 なりに積 てくれた事や、積極

極的に練習に参加す 的に練習に参加 して

るよ うになってきた。
い る事を伝え る。

・体型のことを気にかけM男 への言葉がけに気をっけていたっもりだが、みんなと同じよう

に参加させたいという願いが強くなりM男 に対 し厳 しくなりすぎていたように思 う。

・目先の行事にとらわれ、教師自身の心のゆとりのなさでひとりひとりを大切にした援助が

できていなかったと反省 し、M男 との関わり方について考えなおす。M男 の興味や関心の

ある事柄を通 じて、 自分以外の人の考え方を納得できたのではないだろうか。

・徐々に友達 と関われるようになってきたが、まだまだ自分中心の世界に後戻 りすることも

多いようだ。母親 との関係に注意 しなが ら、他者の気持ちを理解できるようになることを

目指 したい。

表 一6.友 達 との主体 的関わ り:キ ンダーフェステ ィバ ルの準備(11～12月)

親 と の 関 わ り
M男 の 姿 周りの幼児の姿 教 師 の 援 助 反 省 ・省 察

親 とM男 親 と 教 師

・キ ン ダ ー フ ェ ス テ ィ 母親があまり好まし 教師にも、関わらせ
バルの合奏の練習に く思 ってな い子 と は ないよ うに して欲 し

は、 あまり興味が な 遊んで欲しくないよ いと数名の名があがっ

く参加 しようと しな うで 「K君 と遊んで た。もう少 し様子を

いo いいけど、F君 とY君 見てもらうよ うお願

とは遊んで はダメ。」 いす る。

と話 して いる。

・劇の練習には興味を 1学 期か ら 「や りた

持ち張り切って参加 い」と言 っていた役だっ

している。 たので、とて も張 り切っ

ているのだろ う。

・同じ役のK男 が長期 「M君 、一 人やのにす 友達と一緒にM男 の 友達に誉め られ少し

欠席の為、M男 が一 こいな あ。」 「上手 に 事を認め誉める。 ずっ自信や積極性 も

人 でセ リフを言 った セ リフい うな あ」「格 み られ て きて いるの

りしなければならな 好 いいな あ。」 とM男 で、 もっ と友 達 同士

かった。「僕が頑張 っ の事 を誉あ る。 で認め合 った りで き

て覚えてK君 に教え るよ う、 教 師 は見 ま

てあげるんだ。」 もり子供達の声を大

切に しよ う。
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・友達や先生に誉あ 「M君上手やから僕 「みんなM君 の事を M男 はY男 やF男 と 劇の練習の様子や友 F男 に話そ うとして

て もらい、 嬉 しそ 拍手 するわ。」とのF よ く見て くれてるね。」 も遊びたいが、母親 達との関係を話す。 口を押さえて止めた

うにしている。 男の発言で、 みんな 「拍手してくれてや にダメと言われてい 特にM男 とF男 の様 りして いる。 母 親 の

がM男 に拍手をする。 さ しいね。」 とM男 に るのでなかなか遊ぶ 子 も詳 しく話す。 言葉を思 い出 してい

も友達のよい所を伝 ことが できない。 るのだ ろうと思 う。

え る。

・キ ンダー フ ェス テ ィ 最後までやり遂げた

バル当 日 は一 人 で 事の満足感や充実感

する こと にな った はM男 にとって大 き

が、最後まで堂々 な自信にっながると

と発表する。 思 う。

・M男 の好きな活動 ということもあり、劇の練習には張 り切 って参加 し積極的に取 り組んで

いた。友達や教師に誉められたり認め られた りしたことで自信にもっながったようだ。

・母親がM男 の友達関係を制約 している面 もみ られるが、劇の練習を通 して仲間意識 も芽生

て きたようである。その後の自由遊 びで友達と主体的に関わる姿がよくみられた。

表一7.友 達の理解 と交流に向けて:折 紙製作での トラブル(2月)

親 と の 関 わ り
反 省 ・省 察M男 の 姿 周りの幼児の姿 教 師 の 援 助

親 とM男 親 と 教 師'

・友達と遊ぶ事が楽 し M男 が登園 してくる 友達と楽 しく遊ぶM 2学 期後半か ら友達 頑張り過ぎてス トレ

くて積極的に関わろ のを待ち一緒に遊ぶ。 男の姿を見まもる。 と積極的に関わるよ スが たま って いな い

うとする。 うにな って きて い る だ ろうか。

事や、最近のM男 の

様子を話す。

教師の話を聞 きM男

,

の成長ぶりに喜ぶ。

・折紙製作中U男 とぶ 突然M男 が大声で叫 しばらく様子を見て 最近のM男 の様子か

っか り顔を打 って し んだのでみんな驚い いたが、M男 がU男 ら想像 もっ か ない、

ま う。「謝 って も許 て シーンとなる。 を叩 こ うと したの で どう したのだろ う。

してや る もんか、一 止 あに入 る。
駈

生恨んでや る。」

教師や友達の言葉が U男 はず っ と謝 って 「痛 かったね。こんな まずは 「痛 い」 と い

けにも耳を貸そうと いる。 に赤 くな って..」 と う気持ちを受 け止め

しな い。 他児は 「M君痛そう。」 声をかけ、M男 の顔 不安を取り除 き、気

「U君 が謝 ってるか ら をなでながら気持 ち 持ちを落 ち着かせよ

許 してあげたらいい がおさま るのを待っ。 う。

のに。」 と声をかける。

「痛 かったね」 と教 M男 が話を して くれ M男 の気持ちがおさ

師に顔をなでてもらっ るまで何 も聞かずM まるまで好 きにさせ

た瞬間 「そうなんだ 男の手を握 りながら てあ げたいと思 う。

痛くて我慢できなかっ そば にいた。

たんだ。」 と言 って

泣き出す。

泣きながら教師の話
"二人だけの秘密の 母親 が時 々M男 に 話の中に 「僕が全部

を聞いていたが教師 場所"に 行 きM男 の 「全部悪いのはM君 よ。」 悪 いんだ、それでいい

の手を強く握り返し 話を聞いたり話合う。 「謝 ったか らいいで し じゃないか。」 と言 っ

なが ら話 し始め る。 よ。」「何 もで きな いの ているが どうしてだ

ね。」「な さけないわ。」 ろ う。

な ど言 って いる。

保育室に戻りU男 と U男 「M君 ごめんね。」 上手に言えた事を誉 母親に折紙製作の時 本当は分かっている

話をす る。 他児は仲直りする二 め仲直りができた事 の様子を話 し家での のだろう。でもどうやっ

「U君 さっきは本 当 人 を見 ている。 を喜ぶ。 様子を聞 くが特 に変 て伝えればいいのか

にごあんね。」 わ った事 は ない よ う わか らないのだろう。

であ る。 これか らもM男 と一

緒 に考 えていこ う。
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・4月 の頃に比べれば、随分 と友達の気持ちを思いやり関わりを持てるようになって来たが、

その中でM男 は無理をしている部分があったのではないだろうか。

・"僕 が全部悪い、謝ればそれでいい"と いう言葉を聞いた時、気がっかないうちに教師や

周りの者がそういう考えをさせていたのではないだろうか。接 し方について考え直さなけ

ればな らない◎a

・教師の話を受け入れてもらうためには、子どもの気持ちが安定 していなければならない。

不安や心配事を一つずっ取 り除 くことが大切である。教師自身の心のゆとりが必要である。

表一8.友 達との心の交流:卒 園式(3月)

親 と の 関 わ り

M男 の 姿 周 りの幼児の姿 教 師 の 援 助
親 とM男 親 と 教 師

・玩具の貸 し借りなど M男 の最近の友達関係

で トラブルが生 じて や遊びについて話した

も、自分で解決でき り、一年 間を振 り返 り

るよ うになってきて M男 の成長したところ

いる◎ などにっ いて話 し、母

親と一緒に喜ぶ。

・卒園式の練習をする とても行儀よく頑張っ

ている事を認 め練習

が終わ ってからも何

回 も誉 めた。

卒園が近づくにっれ M男 に誘 って も らっ 卒園が近づ き少 し寂

て友達との会話や遊 て喜んで い る子 や、 しそ うだ。 言葉 が け

びが増 え、"友 達 と M男 より先に誘おう に も気をっ けたい。

一緒 にす る"と い う と玄関までM男 を迎

ことを強く望み楽し えに行 く子 もいる。

む。

給食時 に 「××君、

一緒 に食 べ よ う。」

降園 時に 「××君、

一緒 に行 こ う。」

教師に 「お友達と会 M男 と一緒にどうす M男 はいつ の間 に、

えなくなるのが寂し ればいいか考え 「う こんなに上手に自分

いのだがどうすれば ま く言えなくても思 っ の気持ちを伝える事

いいのだ ろ う。」 と ている事をそのまま がで きる よう にな っ

聞きに来 る。 お話してみたらどう たのだろ う。

かな。」 と声をかける。

・卒園式の 日、 自分の M男 の言葉に照れて 上手に言えた事を誉 M男 と友達の写真を この一年間でM男 は、

思っている事を友達 いる子や卒園しても あみんなも喜んでい 撮 ったり、 話 しした
"友達 を大切 にする

。"

みんな に話す。 遊ぶ約束を している た事や、 言 い たか っ り してい るが、 母親 という事 を知る事が

「一緒 に遊んで くれ 子 もいる。 た事が言えた事を、 が好 ま し く思 って い で きたのだ ろう。

てあ りが とう!と っ M男 と一緒 に喜 ぶ。 ない子 に は、 自分 は

ても楽しかったよ!!」 もちろんM男 にも近

づけさせない。

・M男 がこの一年間でこんなに友達と仲良 くなれたこと、友達を大切に思えるようになった

こと、また自分の気持ちを相手に上手に伝え、られるようになったことがとても嬉 しい。

・行事や日々の生活を通 じていろんな壁にぶっか りながらM男 は自分なりの方法で問題を解

決 し、遊びや生活を楽 しんできたように思 う。目先のことにとらわれず、教師自身がゆっ

たりとした気持 ちで子どもの成長を見まもっていかなければならない。
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〈考察>

1.1学 期

教室までやって来る母親に、いろいろ世話を して もらっているM男 。全 く自分からやろうと

する気持ちがなく、 してもらうのが当たり前になって しまっている。おばけ ・魔法など自分

の好 きな世界で一人で遊んでおり、友達か らM男 に関わろうとして も、自分の興味のあるこ

と以外は拒否 してしまうので、回りの子ども達は戸惑いを示 していた。拒否の仕方 は全 く無

視か、『悪魔』『地獄』『火を付ける』などの言葉で表現 し暴れる。M男 には自分の言葉や行

為が他人にどんな気持ちにさせるのかわかっていないのだろう。まずM男 の気持ちや思いを

受け止めたうえで、いろいろな場面を捉えて、相手にも思いがあること又相手の気持ちに気

づくように取 り組んだ。なかなか理解出来ないが、教師の素直な気持ちをM男 に伝えたこと

で、少 し気づいて くれたように思った。M男 が色々なことを知 っていること、又友達の前で

発表するのが好 きであることを捉え、質問コーナ0を 作 って友達 との関わり合 う場面を多 く

作った。 自分の話を楽 しく聞いて くれる友達がいる、また、同じことに興味をもっている友

達もいるということがわかり、会話 も目立っようになって来た。M男 は過保護過干渉の母親

の影響がおおいに反映 しているようなので、母親の気持ちを受け止めながら協力をお願いし、

また機会があるごとにM男 の様子を伝え、理解 してもらえるようにした。

2.2学 期

運動会という大きな行事があり、教師は皆 と同じように参加 させたいとの思 いが強 く、M男

に厳 しくなり過ぎたようである。行事の前には教師は目先のことばかり気にな り、教師自身

の心のゆとりのなさで一人ひとりを大切にする援助が出来なかったと反省 している。母親は、

『出来なくてもいいから、頑張 ったらいいのよ』とM男 に話 しているが 『どうせ出来ないん

だか ら』との気持ちがあり、それがM男 に影響 しているように思われる。M男 の様子を伝え

ほめて もらうようにお願いをした。キンダーフェスティバルにおいては一学期からやりたかっ

た役になり、欠席の友達の分まで張 り切 って練習 し、当日も発表することが出来た。 この行

事を通 して教師や友達にほめられ、認められたことで自信がっき仲間意識 も見 られるように

なった。また友達と自分か ら関わっている姿が見 られるようになって来た。

3.1年 間を通 じて

自分の世界にこだわりがあり、教師や友達に邪魔にされたり妨げられたりすると、暴言を発

して暴れたり怒 ったりと、自分の感情を表現 していたM男 。教師はM男 を丸 ごと受け止めそ

してM男 の独自性を理解することを第一 と考えた。又直面 している問題の解決を援助 してい

くには、目先のことにとらわれない教師自身の心のゆとりが大切であった。教師や友達 との

関わりの中で様々な葛藤や挫折を繰 り返 しなが ら、少 しづっ友達にもそれぞれの思いを持っ

ていて、自分 とは異なる存在であることに気づき、友達の気持ちや思いも受け入れられるよ

うになった。後ずさりや停滞を見せなが らの発達ではあるが、一歩一歩成長したようである。

卒園式 日の 『0緒 に遊んでくれてありがとう。とても楽しかったよ』とのM男 の言葉が物語っ

ているように思われる。M男 の姿を見ていると母親が大 きく影響 しているようで、母親の過
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保護、過干渉がM男 の友達への関心や関わりを妨げている面がある。機会があるごとにM男

の姿を伝えM男 の成長を共に喜んだ。母親 との信頼関係を作り理解 していただけるように心

掛けたが、M男 とは心のっながりは出来たように思われるが、 しか し、母親はどこまで理解

していただいたか少 し疑問が残 った。



)
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B.Y男 のケース

〈実態 〉

i
■

り
乙

3.

年齢2年 保育4才 児 クラス人数 男16名 女12名 計28名

学級集団全体の実態

・3才 児からの進級児18名 新入園児10名

・元気があり活発でにぎやかなクラスである。

・絵本の好 きな子が多 く、読んでほしいとの希望が多いので時間があれば絵本の読み

聞かせをしている。

・新入園児は、集団生活に戸惑いを見せているが、進級児がよく世話をしている。

個の実態

・父 母 姉(年 長児)本 人の4人 家族

・入園当初、母親と離れるときに大泣 きをする。

・家庭では近所の友達 と、夕方 まで外で戦いごっこをするほど活発 さが見 られるよう

であるが、幼稚園では友達の遊びを見ながら、部屋をウロウロし遊ばずに過ごしてる。

・身 の回 りのことは、ほとんど自分で出来ない。

〈実践>

1.表 一9一 人での遊び:園 での生活の様子(5月)

Y男 の 姿 周 り の 幼 児 の 姿 教 師 の 援 助 反 省 ・ 省 察

・友達がパ ソコンで遊んで い る姿 パ ソコ ンを使 って遊んでい る子 、 Y男 の様子を見まもる。

を見なが ら、部屋を うろ うろ し 積み木を使って遊んでいる子、ブ

遊ばずに過ごす。 ロ ックを使 って遊 ん でい る子 な

どさまざまであ る。
曜

"

ブロックや積み木には興味を示 Y男 が遊びたくなるように積み Y男 が遊びたいのではと思い、

さず、首を横にふって離れて行 っ 木や ブロックを渡す。 遊具を与える。

て しま う。

やは り、首を横にふ って離 れ て パ ソコン遊びに誘 ってみ る。 Y男 が遊びたいのは別の遊具な

しま う。 のだろ うか。

部屋をうろうろし、遊ばずに過

し

しばらくY男 の様子を見まもる。 Y男 は今、何が したいのかもう

こす。 一度見 ま もる ことにす る
。

・トラックの ミニカーを見っ け、 「あの トラック、僕が先に使 って 今日だけY男 に貸 してくれるよ せっかくY男 が遊 びに興味を持

それで一人で遊び始める。 たのにY君 が取 った。」 とA男 が うA男 に頼み、 そのままY男 が ち始めたのでそのまま続けさせ

教 師に伝 えに くる。 使 うことにな る。 てあげたい。

他の場所へ歩いて行き、 しば ら B男 が使 って遊んでい る。

くして もとのと ころに戻 って く

るが、 トラックの ミニカ ーが見

当た らない。

B男 を じっと見てい る。 Y男 に気づいた女の子が 「それ、 Y男 と他の子供たちの様子を見 貸してほしいのだが言えずに見

さっきY君 が使 ってたか ら、貸 し ま もる。 ているのだろ うか。

あげた ら?か わいそ うやん。」

と声 を掛 ける。

何も言わず受け取り、遊び始め B男 が 「いいよ」 と言 って、Y ㌔ これが きっか け にな り、 自分 の

る。 男 に トラックを貸 してあげた。 遊び場を見つけることが出来れ

ば、また、友 達 と の会話 の き っ

かけになれば と思 う。
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・この頃 から泣かずに登園するようになる。 自分が安心できる場所を見っけることができ、

ようや く園生活 も落ち着いて きたよう。身支度 はまだ、 自分で出来ないことが多いのだが、.

やってみようとする意欲が持てるよう、進めていきたい。

・家庭訪問の際、園での様子 とは全 く違 うY男 の活発な姿を見たり、、近所の年長の男児 とよ

く遊んでいるという母親の話を聞いて、早 く園でも友達とも関わって遊べるようになるよ

う援助 しようとしたが、少 し焦ったきらいがあったと反省する。

・まだ園では1人 でようやく遊べるようになった段階のようである。Y男 が自発的に友達と

遊びたいと思 う時を見定めていこうと考える。

2.表 一10友 達との受動的な関わ り:戦 いごっこ(6月)

Y男 の 姿 周 り の 幼 児 の 姿 教 師 の 援 助 反 省 ・ 省 察

・友達 の様子 を見 なが ら、 トラ ッ それぞれの遊びを楽 しむ。Y男 Y男 も一人遊びが満喫出来るよ

クの ミニカーだけでな く、 粘 土 に対してあまり関心がない。 ういろん な遊具 を出 しておく。

やパ ソコ ンを使 って遊 ぶ。

・しば らくして、友達 の戦 い ご っ 数名の男児が戦 いごっこをして Y男 の様子を見まもる。 友達の戦いごっこに興味を示 し

こを じっと見 る。 遊ぶ。 ているが、 自分か ら仲間に入れ

て もらうことは出来ないよ うだ。

首を横に振 って、離れて行 く。 「Y君 、遊ぼ う。」 Y男 も仲間に入れてもらえ るよ これが友達 と関わ って遊ぶきっ

「一 緒に しよ う。」 う男児たちに声をかけ、男児た かけになれば と、 期 待 す る。Y

ちの方 か ら誘 って もら うよ うに 男に自分から声をかけるよう促

する。 すよりも、友達から誘われる方

がスムーズ に遊 び に加 われ るの

では と考え る。

少し離れた場所から、友達の戦 再び、戦いごっこをして遊び始

いごっこの様子 を見て いる。 め る。

貸 して もらったブロックを持 っ

ノ

「一緒 に しよう。」「この武器、使 っ しば らく時間 をあ け、 も う一 度 Y男 にもう少 し遊 びを傍観する

たまま、男児たちの様子を見て て もい いで。」 と言 ってブ ロ ック 男児たちにY男 に声をかけて も 時間をあたえ てか ら、 も う一 度

いる。 で作った武器をY男 に貸 してあ らうようにす る。 誘 って もらお うと考 える。

げ る。

・友達 と戦 いごっこを して遊ぶ。 Y男 と一緒 に戦 い ご っ こを して Y男 たちの遊ぶ様子を見まもる。 ようやくY男 が友達 と遊ぶ姿 を

遊ぶ。 見て嬉 しく思 う。

「うん、わかった。」「ババー ン」 「Y君 は○○ す る役 な。」 「向 こ Y男 は命令されたり、倒されたり

などと言 いなが ら嬉 しそ うにボー うから しか出て きた らあかんで。」 する役が多く、言われるままに遊

ズをとった りしている。 「ピーって した ら倒れやん なあか んでいるが、初めて自発的な言葉

ん で。」 が 出て きて、とても楽 しいようだ。

時には友達と絡み合ったり、蹴 Y男 と も絡み合 った り、 蹴 った だれか一人を集中 して攻撃 した 意地悪をしている様子はどの子

られた りしなが ら遊ぶ。 り蹴 られた りして一緒に遊ぶ。 りけがを したり しないよ うに、気 にも見られず、Y男 も遊びを満

を付けながら見まもる。様子 を 喫 しているようだったので、バー

見℃時々 「強 いね」 とY男 に声 ドな動きが多いが、 あまり注意

をかける。 せず見 まもることにす る。

少し離れたところに立って見て 「Y君 はまだ小 さいか ら、強 く し 一人外されたY男 の様子を見ま 外されてもY男 はあまり気 にし

いるが、そ こで もポー ズを取 っ た らす ぐ泣 くか もしれへんで。」 もる。 ている様子 もな く、 む しろ、 離

た りしてい る。 「ち ょっとそ っちの方でみ とき。」 れた場所にいても一緒に遊んで

Y男 以外の子 は絡み合って遊び いる気分を味わい、楽 しんでい

を続け、楽 しんで いる。 るように見 られ る。
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・全 くの一人遊びから徐々に友達を意識 し始めたようだ。Y男 が大好 きな戦いごっこに興味

をしめしたので、教師はこのチャンスに何とか少 しで もY男 が遊びに参加出来 るように援

助 したいと思い、男児たちに声をかけるが、Y男 は乗 ってこなかった。 このときのY男 に

は、遊びに参加することよりも、遊びを傍観することの方が必要だったようである。

・Y男 は興味をもった活動でも 「充電期間」を過ぎないと動かないようだ。Y男 が最 も熟 し

た気持ちになっているか、いま何を欲 しているのかを見極め、それに対 して援助 していく

ことが必要であると考えさせられた。

・遊びにしても、身支度にしても、製作にしても、「Y君 はまだ小さいか ら、 手伝 ってあげ

るわ。」 「Y君 はまだ小さいから、はさみもあんまり上手に使われへんねんなあ。」 という

友達の言葉が、教師には少 し気 になり始めた。親切にしたり、気にかけてくれたりするこ

とは嬉 しいのだが、"Y男 は小さい子"と いう見方が間違 っているのでは…と疑問に思、う

ようになった。身支度を手伝 ってもらうことも、友達との関わりの糸口になればと思 って

いたのだが、かえって"Y男 は小 さい子"と いうイメージを与えてしまったのかもしれな

い。Y男 のよさを認め、"Y男 が出来 るようになったこと"を 強調 して関わることによっ

て、Y男 の成長は勿論、 クラスの子 ども達のY男 への見方にも心をかけて取 り組んでいき

たい。

3.表 一11友 達への一方的な関わり:K男 への関心(6月)

Y男 の 姿 周 り の 幼 児 の 姿 教 師 の 援 助 反 省 ・ 省 察

・K男 のそばへ座 り、 ブロ ックで
l

K男 は一人 で ブロ ック遊 びを楽

遊ぶ。 しむ。

・ブロックで作 った拳銃を使 って Y男 にはあまり興味がないよ う Y男 とK男 の様子を見まもる Y男 から興味を示 し、言葉では

K男 と遊ぼうとするが、K男 は で一人 ブロックで遊び続け る。 ないが、 自分 か ら誘 って い る姿

乗 って こない。 に嬉 しく思 う。

しば らくして、ブ ロッ ク遊 び を K男 は訳が分か らず、「やめ て。」

やめたK男 を見つ け、戦 い ごっ と言いY男 から離れる。

こを しよ うと突かか ってい く。

それでもY男 はK男 と遊びた く K男 は教師に 「Y君がたたいて Y男 には、 突然 か か って行 くと Y男 とK男 が仲良 くし、お互いに

てかか ってい く。 くる。」 と助 けを求 めて くる。 K男 が嫌がるので、一言声をか 良い影響を与えあえるといいの

けるよう促 す。 だが。

K男 には、Y男 は意地悪を した

のではな く、K男 と遊 び たか っ

ただけであることを伝える。

しばらくの間はK男 と離れてい 一 人で遊 び たいの にY男 が くっ K男 が困 っているので、 「K君 は Y男 の気持ちも分かるが、K男が

るが、 またす ぐにK男 の側 へ行 ついて くるので困ってい る。 ブロックで遊 びたいんだって。」 嫌な気分を味わわないよう、また

き、抱 きっいた りしよ うとす る。 「戦 いは した くな いん だ って。」 Y男 の事を誤解 し、嫌いにならな

とK男 の気持ちをY男 に伝える。 いよう、あえてY男 に注意する。

・Y男 にとって、一人 の気 になる友達K男 がで きる。K男 もY男 に身支度 を手伝 って くれた

りと、 とて も親切 に して くれ る。K男 は どち らか とい うと、お とな しい方で、戦 い ごっこ

が嫌 いで、 ブロ ックを使 った り、女 の子 とおまま ごとを して遊んだ りす ることが好 き。争

い ことが嫌いで、友達 か ら嫌 な ことをされて もなかなか"イ ヤ"と 言えず、 また、 こうし

たい、ああ した いと自己主張 もあま りす るほ うで はな く、争 いことを避 けて遊ぶ姿 が多 く
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見 られる。

・Y男 にとってK男 は、集団生活をす るうえでの良いお手本でもあり、友達と関わって遊ぶ

きっかけで もある。また、K男 にとってY男 は、今 は少 し迷惑な存在ではあるが、これを

きっかけに、少 しずっ自己主張 も出来、"イ ヤ"と 言えるようになればと思う。Y男 はK

男の気持ちには無頓着であるとはいえ、Y男 が主体的に友達に関わっていこうとするのは

よいが、K男 が嫌な思、いをしないよう、時にはY男 にも注意を しなが ら二人の様子を見ま

もっていきたい。

4.表 一12友 達との関わ りの停滞:朝 の身支度 と園庭遊び(9月)

Y男 の 姿 周 り の 幼 児 の 姿 教 師 の 援 助 反 省 ・ 省 察

・カバ ンを もったままで、着 替 え 身仕度を済ませ、自分の席に座っ Y男 の身仕度を促し、 先に出席

もまだ済ませていない。 ている。 をとり始 める。

まだ、裏返 しの スモ ックを片手 園庭へ出て行 く。 園庭で遊ぶことを子供たちに伝

に タオルを掛けに行 く。 える。

何 も答えず、 タオルを掛 ける。 「Y君、着替え出来た?」

「いい。自分で出来 る。」 と言 っ 「みんな、外 へ遊 びに行 った よ。 1学期には一度も聞いたことの

て、着替え始め る。 スモ ックのお着 替 え、 手伝 お う ないY男 か らの言葉だ った ので、

か?」 び っくりしたが、嬉 しか った。

スモックの着替えに5分 程かか 手伝わず、励ま しながら側で見

り、 ようや く終え る。 ている。

無表情で担任の顔を見て、担任 「自分 で出来て よか った ね。」 と 教 師は嬉 しくて、誉めたの だが、

と一緒に外へ出 る。 誉 めて、 頭を なで る。Y男 と手 Y男 の無表情に少し戸惑う。玄関

をっないで玄関まで行 く。 に行 く間、たい した会話 はなか っ

たが、Y男 の表情 も明 るく見えた。

・靴は履き変えたがガラス戸の所 それぞれ、好 きな遊 びを見 っ け、

に立 った まま遊ぼ うと しない。 遊んでい る。

何 も答えず、誘い にも乗 って こ 「Y君 は、何を して遊 ぶ?」 と声

ない。 をかけ る。

何かを見ながら、しばらく窓ガ 必要以上に声を掛 けることをせ Y男 は、友だちが遊んでいるの

ラスの所で過 ごす。 ず様子を見ることにする。 を傍観 しなが ら何を しようかと

考えている様子なので、 それを

砂場で一人で遊び始める。スコッ 見極め るため、少 し時間をあける。

プを使 って、小 さな山 をっくり、

穴を掘 って いる。

隣の子の真似をしながら、穴を Y男 の側で遊んでいるグループ

掘 る。 に参加 して遊ぶ。

「いらない」 と言 い、 黙 々 と山 隣の グループで遊 びなが ら、 「お 隣の子と同 じ遊びが出来るよう

を作 り、穴 を掘 る。 碗やザル も使 ってい いよ。」 と、 に と思い、遊具を差 し出 してみる。

遊具を側に置く。

他の子が砂場で、川作りを始め 数人の子供たちが砂場で川を作 しばらくの間、Y男 の様子を見 Y男 は きっと一緒 に遊 びた いの

た のを じっと見て いる。 り水を一生懸命運んでいる。 守 る。 だろ うと考え る。 し

何も言わず、また山を作 り、穴 「Y君 も一緒 にす る?」 とY男 少し時間を置いた後、川を作 っ そろそろY男 に、他の子供たちと一

を掘 って いる。 を誘 う。 ていた子供たちに、Y男 も仲間 緒に遊ぶ機会を作ってもよいので

に入れて くれ るような声 を掛 け、 はと考えたが、まだ、Y男 には一緒

誘 って もらう。
亀
に遊ぶのは早かったようだ。
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・1学 期には一人で着替えたことがほとんどなかったY男 が
、初めて 「自分でする」と言 っ

てくれた。いっも手伝6て くれていた友達が、今 日は先に行 ってしまったこともきっかけ

となったのかもしれないが、Y男 の意欲をみることが出来、 とて も嬉 しかった。 また、

"一人でも出来るんだ"と いったY男 の自信 も感 じられた。 きっと夏休み中に家庭で も練

習 して くださっていたのだろうと思 う。

・Y男 は、いっ ものように他の子どもたちの遊びを傍観 した後、一一人で砂遊びを始めたが、

隣の子どもたちが気になるようで真似をしながら遊んでいる。友達と関わるよい機会 と思

い、遊具を差 し出したが拒否され、隣の友達に誘 ってもらうがこれも拒否された。 このと

き、Y男 にとっては、まだ、傍観が重要だったのかもしれない。また、教師も ・Y男 の遊

び"よ りも、Y男 の"友 達との関わり"の 方を重視 し過 ぎていたため、Y男 の思、いを理解

出来なかったのかもしれない。教師の思いが強すぎたようで、 もう少 しゆっくり接 してゆ

くべきであった。

5.表 一13主 体的な関わりでの葛藤:K男 との トラブル(10～12月)

Y男 の 姿 周 り の 幼 児 の 姿 教 師 の 援 助 反 省 ・ 省 察

・Y男が水筒をぶっけたか ら噛ん 自分は何 もして居ないのに、Y Y男 の母親から、数日前にK男 が 一緒 に遊 んでい た とき に、K男
だ、 と答え る。 男が背中を噛んできたと言 う。 Y男 に背中査噛まれたと聞き、教 が持っていた水筒がY男 に当たっ

師 はこの ことにつ い て全 く知 ら て しまったら しい。

なかったので、子供たちにも事情

を聴いた。友達を噛んではいけ

ないことを話 し、注意 した。

Y男 の母親にも連絡する。K男の母 Y男 とK男 にお互いのわだかま

親にも再度連絡し、今回の事情をY りが残らないよう、二人の様子

男の母親にも連絡したことを伝え、 に気をっけて、 しば らく様子 を

また、Y男 はK男 が好 きで一緒に遊 み ることにす る。
し びたいのだがうまく表現出来ない

◎

事があることも伝える。

・一方的にK男 をたた きな が ら追 Y男 が 「Y君 がたたいて くる。」 K男 がY男 に直接 自分の気持ち K男 が自分の気持 ちを相手 に伝
いかけまわす。 と訴 えて来 る。 を表現するよう促す。 えるよいチャ ンスだ と考え る。

「僕は遊びたくないのにたたいて
●

「K君 はY君 に何もしていないの?」

くるねん。」 「K君 はY君 にどうして欲 しいの?」

「… … … 」 「Y君 たた くな。」 「いやだった らいやや って 自分 で K男 が自分の気持ちを伝えやす

言 っておいで。先生が ここで見 て いように力 づけた。

いてあげるか ら。」

「… … …」 「Y君 、K君 が何 か言 ってた?」 K男 の気持ちがよ く分かるよう

「うん。」 「たたかないでって言 ってな か っ Y男 に話し、Y男 も少 し分かっ

た?」 たようだ。

「ううん。」 「Y君 、たたかれるの好 き?」

「ううん。」 「K君 もたたかれるのいやだ って

Y君 がK君 をたたいたら、K君 は

Y君 のこと嫌いになるかもしれ
へん よ。それで もいいの?」

「うん。」 「K君 と一緒 に遊 び たか った ら、

もうたた くの はや めとこうな。」

・相変わらずK男 に近寄って行っ K男 がY男 に対 してやり返すと K男 にもY男 にも叩いた りす る お互い楽 しそ うにして いるの で、
て、K男 に 「あ っちい って。」 い う形 で、Y男 を追 いか けた り ことについて は、 時 々注意 もす 今はしばらく様子を見ている。
と言われたり、叩かれたりする するよ うになる。 る。

ことも多い。

K男 の反応がY男 には嬉しくて

めげずにますます近寄 っていく。



38 奈 良 大 学 紀 要 第28号

・K男 は、Y男 が主体的に関わりをもとうとした最初の友達であったが、 この トラブルでK

男がY男 のことを嫌いにな らないだろうかと不安であった。 もし水筒が当たったときにK

男が先 に謝 っていれば、また、 もし水筒が当たったときにY男 が言葉で表現 していれば、

噛むことも噛まれることもなか ったか もしれない。また、噛むことはいけないが、水筒が

当たったときのY男 の痛さも理解 したい。嫌なことを"イ ヤ"と はっきり言 うことの大切

さを二人に分か ってほしい。Y男 にもK男 にも、お互いは成長するのに必要な存在だと思

うので、今後 も一緒に遊んでほしい。

・K男 が今までと違い、Y男 に対 しても言 い返 したり、やり返 したりするようになった。始

めはY男 もびっくりしていたが、戦いごっこの大好きなY男 は、かかって くるK男 と遊ん

でいるっもりで楽 しんでいる。K男 も今までとは違って、少 し楽 しんでいるようにもみえ

る。お互いに相手の主張や気持ちが分か りだしたのだろうか。

・二人は互いに必要な存在であることを、保護者の方にも理解 していただく必要がある。だ

が、水筒の トラブルの時、K男 の母親にはあまり理解 してもらえず、Y男 とはあまり遊ば

せた くないと言われる。嫌なことがあっても、K男 は言い返 したり出来ないことが心配の

よ う。その後、K男 の変化について話すと、いじめられてはいないということと、"イ ヤ"

と言えるようになったということに安心を示 して下 さり、今まで程Y男 を意識されなくなっ

た。一方、Y男 の母親はあまり反応がなかったのが少し気がかりである。

6.表 一14主 体的関わ りの深まり:朝 の身支度の様子 ・作品展製作(1・2月)

Y男 の 姿 周 り の 幼 児 の 姿 教 師 の 援 助 反 省 ・ 省 察

・少し遅めに登園したが、急ぐ様 朝の会があるため、登園 した子 Y男 や残 って い る子 供 たち に、

子もなく友達の様子を見なが ら から自分で着替えを済ませ、園 声を掛け、急いで着替えるよう

自分で着替える。 庭へ出て行 く。 にす る。

友達と会話 したり、友達を観察 マラソン練習 の 時間 も迫 って い せ っか く自分で出来 るようになっ

していたりするので着替えがな るのでY男 の着替 えを手伝お う てきたのだか ら、他の子 と同 じ

かなかすすまない。 か と思 ったが 、 もう少 し我慢 し よ うに頑張 って ほしい。

て、声 を掛 けるだ けにす る。

「S(呼 び捨 て)、待って。」 と答 S男 が 「Y君 、一緒 に行 こ う。」と

え、少し急いで着替えを始める。 声 を掛 ける。

「ううん、い らない。」 「Y君、先生 は先 に外へ行 くけど きっとS君 の手前、 自分でする

着替えを手伝おうか?」 と聞 く。 と言ってくれるだろうと予想す

る。

「うん。」

「じゃあ、着替えが出来たら降り

て きてね。」

「S君 、よろ しくね。」

・Y男 はS男 を含めた5人 のグルー 共同製作をするためのグループ グループに入れない子がいない

プに入 る。 を作 る。 か確認する。

家を作るための材料を探す。 Y男 たちの製作の様子を見 まも Y男 は、友達に言われたように

「この箱を こうや って使 った らえ る 動 く事が多いが、製作に十分参加

ん とっ になるよ。」 し、楽 しそ うに活動 してい る よ う

「うん、いいよ。」 と言 って、 セ 「Y君 、セロテープ取 って来 て。」 に見える。

ロテープを取 りに行 く。
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箱 を押 さえている。 「Y君 、これくっっけるから、ちょっ

と持 ってて。」

みんなと一緒 に製作するため みんなで相談 しなが ら、製作す 材料 さが しのア ドバイスをす る。 Y君 が相談 に参加 し、 イ メー ジ

の材料を探す。 るための材料を探す。 をふくらませて、 自分の意見を

言 って いる事 に嬉 し く思 う。 ま

教師 にすすめ られ、 ビール の たこの5人 の友達関係が対等で

キャップを見 つける。 あ ることが うかがえる。

「これをここに付けたら屋根 「それ いいな あ、僕 も一 緒 にす る

の模様 になるよ。」 わ。」

「うん、かっこいいやん。」 「これ でいいとおも う?」

「ホ ントや、階段 や。」 「Y君 見 て、階段 出来たよ。」

・衣服の着脱など自分で出来るようにはなったが、ペースはまだまだ他の子よりも遅 く時間

がかかる。出来るだけY男 のペースに合わせてあげたいとは思うが、全園児での活動 とな

るとなかなか難 しく、っい教師が手を出してしまいそうになるが、声をかけるだけにした。

今回はS男 がY男 に声を掛けて くれたので、Y男 には喜 びになり、支度も急いで しようと

した。Y男 とS男 は2学 期後半頃から仲良 く遊ぶようになり、S男 はY男 にとって大 きな

存在である。S男 か らY男 に声を掛けたり、Y男 がS男 のことを呼び捨てにしたりする様

子から、友達関係が出来てきたことを感 じた。

・2学 期後半頃から友達と遊ぶ機会 もぐんと増えたが、 グループ作りにうまく入ることが出

来 るかどうか、 とても心配だった。教師の心配 もよそに、S男 からも誘われ、すぐにグルー

プを作 ることが出来た。製作に入ると、初めのうちは友達から指示されることが多かった

のが、 自分の意見 も言い、友達とも対等に、また、協力して取 り組む姿が見 られた。周 り

の子どもたちのY男 に対する意識が少 しずっ変わってきたようにも見えて嬉 しか った。

<考 察>

1.1学 期

入園当初、泣いて母親か ら離れず、身支度 も一人では出来ず、園生活 に慣れるのに時間がか

かったY男 。まずは泣かずに登園出来るようにと、他のクラスの教師も協力しなが ら進めた。

次に、園で遊ぶ楽 しさが感 じられると共に、基本的生活習慣についても0人 で取り組めるよう

に心掛けた。又、家庭訪問時、楽 しそ うにおしゃべ りして走 り回ったりしている姿や、母親か

ら 『一 日中友達 と外で元気に遊んでいる』との話か ら、園でも友達 と遊べると感 じた為、教師

はおもちゃを手渡 したりすることが多 くなって しまった。少 し焦 り過 ぎたと反省 し、Y男 の心

に寄 り添いながら、 じっくり見守 り、理解 していかなければと思 った。

その中で、"Y君 はまだ小 さい子"と いう印象を与えてしまったようである。友達がY男 の

身支度を手伝 ってくれたり、気 にかけて くれる気持ちも、Y男 が友達 と関わるきっかけになれ

ばと喜んでいたのだが、他の活動 において も"小 さいから出来ない""Y君 には出来ないから

手伝 ってあげる"とY男 の活動する場を奪 っているようにも感 じられた。又、"同 じクラスの

友達"と しての意識より"小 さい子"と しての意識が強 くなってきていることも気になった。

ようや く友達 との関わりも見 られるようになってきたので、Y男 を認めることでY男 の成長
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はもちろんだが、 クラスの子ども達の意識の持ち方、与え方にも心掛けて取 り組んで行きたい

と思 う。

2.2学 期

2学 期になり、基本的生活習慣は"自 分でや ってみよう"と する姿が見 られ、一人での遊び

から友達 と遊ぶ姿が見 られるようになってきた。 しか し、まだまだ一人での遊びの場面 も多い。

そういうY男 の姿を見て、Y男 の遊びより友達との関わりの方を重視 したため、教師の援助の

空回りもあった◎Y男 をよく理解 し、今何を思 っているのだろう、 どうしたいのだろうと心の

動 きを受 け止め、教師の思いの先走 りではなく、援助のタイ ミングを見極めて進めて行きたい

と考えた。

自分の気持ちを言葉で表すのが苦手なため、友達 との遊びの中で噛んだり蹴ったりの トラブ

ルが起 こった。友達との トラブルの中で、言葉で表現することの大切 さや友達の気持ちや思い

を知 らせ、た くさんの友達と関わって遊べるよう、またそうすることで、友達のY男 への意識

も"仲 間"へ と変わるように進めた。

3.1年 間を通 じて

入園当初は、ただウロウロし遊ばず友達の遊びを見ていたY男 。心の安定が出来ると、教師

は早 く友達と一緒に遊び、楽 しい幼稚園生活を送 らせようとの思いが先走り、Y男 への援助が

空回りになった。Y男 は時間がかかっても自分 自身が納得するまで動かない子であることを受

け止めたうえでの働きかけが必要であった。Y男 の発達の姿や内面理解を見極めたうえでの、

タイ ミングが大切である。

Y男 は、一人遊びか ら一緒に遊びたいちょっと気になるK男 が出来、一方的な関わりの中で

いろいろな トラブルが起 こるようになった。その機会を捉えて教師は、お互いの子どもの気持

ちを代弁 し、気持ちを伝えた。 この経験で相手の気持ちに気づいたり、自分の思いや気持ちを

伝えるには、言葉で表現 しなくてはならないことなどがわかり、又K男 は、自分の意志を相手

に伝えることが出来るようになった。関わりあいなが ら子ども達は、お互い影響 しあい成長 し

ているのがよく理解出来た。呼び捨てで呼び合 う仲間が出来、同 じ目的で活動 し、自分の思い

を伝えあってる姿が見 られるようになった。

周りの友達の意識 も"小 さい子"か ら"ク ラスの仲間"へ と少 しづっ変わって行 った。 当

初、『Y男 は何も出来ない子』とクラスの子どもに位置付けしたのは、教師のY男 への 日々接

する姿を通 してだと思 う。直接子 どもに関わる教師は、子どもにとって良きモデルでなければ

な らない。
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皿.総 合考察

集団生活の中で、自分 らしさを発揮 しながら友達と関わりを持ち幼稚園生活を送ろうとする

と様々な トラブルや葛藤が起 こる。教師や友達との関わりの中で子ども達が自分以外の存在を

知 り、相手の気持ちに気づき又相手の気持ちになることが大切だ と考え、いろいろな経験や体

験を通 して自ら気づき、そして学んでいけるよう、機会をとらえて援助 していった。

教師は子どもと共に生活 しながら一人ひとりの子どもの心に寄 り添い、子 どもの言動や心の

動きを温かく受け止め、一人ひとりの特性を見極めなが ら援助 していくことが必要であると考

える。

M男 は、むっかしいことをいろいろ知っていること、また人前で発表するのが好きであるこ

と、そしておばけ ・魔法等のM男 独自の世界を持 っていることや、母親の過保護 ・過干渉の影

響等を見極めたうえでの援助が必要であった。Y男 は、時間がかかっても自分自身が納得する

まで動かない子であることを受け止めたうえでの働 きが必要であった。

同時に、子どもは、停滞や後退 しなが ら一歩一歩成長 してL・ることと、一人ひとりの子 ども

の発達が同 じでないことをふまえたうえで援助 していくことも大切である◎

教師は、M男 のことをよく理解 した上で援助 したっもりであったが、行事などがあると目先

のことばかり気になりその子に応 じた援助をすることが出来ず、教師が焦る傾向が見 られた。

Y男 にしても、教師の早 く友達と関わって楽 しい幼稚園生活を送 らせたいとの思いが先走りと

なり、Y男 への援助が空回 りとなった。そうならないためには、その子を受け止めその子の特

性を理解することが何よりも大切であると同時に、 目先のことにとらわれない教師の心のゆと

りが大切であった。

二人の子どもに対す る教師の関わりから見られるように、一人ひとりの子 どもに応 じた援助

をしていくには、今子 どもは何を考え何を思っているか、また、どうしてそのような行動をす

るのか、何が育 っているのだろうか等を洞察する教師の力が重要 となってくる。そ して子ども

の人的環境 となる教師は、良き子 どものモデルとなるように感性豊かな人間として努力 しなけ

ればならないと思 う。

一方、子 どもの成長 にとって保護者の影響が大きいことは言 うまでもない。教師は子どもを

育てるだけでなく、保護者の啓蒙も教師の大切な役目であり、家庭 との信頼関係を築きながら

共通理解を深めて行 くことが非常に大切であると考えられた。

この研究を通 して教師の役割の重要性を感 じた。 これからも園内研修、講師を招いての園内

研修、教師同士のカンファレンス、又機会あるごとに研修会 に参加 し、教師の質の向上に努力

tた い。
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Summary

NaraUniversityAttachedKindergartenplacesgreatimportanceoneducationforcusing

onthetotalpersonalityofeachindividualchild.Thispaperreportstheexperiencesand

theteachesrs'handringoftwocasesoveroneyearofday-car:StudentM.who,overin-

dulgedbythemotherandquiteself-centered,didn'tcareforothers;andStudentY,who

founditdifficulttojoinintogroupactivities.Especiallynotedarethetwochildren'sper-

sonalities,changesintheirrelationshipswiththeotherchildrenduringtheyear,andhow

theteacherscontributedtotheirdevelopment.

Whatwasconsideredmostimportantintheprogramisthattheteachersspenttimeto-

gethercloselywiththechildren,acceptedthemastheywere,andempathizedwiththem,

buildingarelationshipbasedontrust.Alsocontributingtochildren'sdevelopmentwas

thedetailededucationalconsiderationandeducationalsupportsuitingeachchild,whose

courseofdevelopmentdifferedgreatlyfromeachother.

Tounderstandeachchild'suniquecharacteristicsduringinfancy,itisnecessarytoob-

servecarefully,devotetimetoeachchild,andattendtoeachchildwitharelaxedattitude.

Atthesametime,itisimportanttobuildarelationshipwiththeparentsorgurdians

basedonmutualunderstanding,andforbothtounderstandthechildandsupporthisor

herdevelopment.


